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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第24期

第１四半期連結
累計期間

第25期
第１四半期連結
累計期間

第24期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 (千円) 18,785,528 17,700,848 74,347,920

経常利益 (千円) 307,595 229,225 1,677,925

親会社株主に帰属する四半

期（当期）純利益又は親会

社株主に帰属する四半期純

損失（△）

(千円) 36,105 △7,004 151,479

四半期包括利益又は包括利

益
(千円) 51,058 △3,827 245,111

純資産額 (千円) 17,009,058 16,590,677 17,203,111

総資産額 (千円) 50,769,972 49,031,901 47,437,915

１株当たり四半期（当期）

純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額（△）

(円) 1.88 △0.34 7.46

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
(円) － － －

自己資本比率 (％) 33.5 33.8 36.3

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第24期第１四半期連結累計期間及び第24期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第25期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期

純損失金額であり、また、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」、「四半期純損

失」を「親会社株主に帰属する四半期純損失」としております。
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２【事業の内容】

　当社グループ（当社及び当社の関係会社（子会社12社及び関連会社１社（平成27年６月30日現在））により構

成）は、「事業活動を通じての社会への貢献」「全従業員の物心両面の幸福の追求」を経営理念とし、中古書籍等

の小売店舗「BOOKOFF」や、「BOOKOFF」を中心に様々なリユース商材を集めた大型複合店「BOOKOFF SUPER

BAZAAR」、「BOOKOFF」にアパレル商材を複合させた「BOOKOFF PLUS」などのリユースを切り口とした小売店舗の

運営及びフランチャイズ事業を行っております。

 

　当第１四半期連結累計期間において、各部門に係る事業内容の変更と主要な関係会社における異動は概ね以下の

とおりです。

 

（リユース店舗事業）

　主な事業内容の異動はありません。

　なお、当社は、近畿地方を中心にフランチャイズ店舗を運営する㈱ブックレットの全株式を平成27年５月１日付

で譲受け、同社は当社の連結子会社となりました。

　また、当社は、フランチャイズ加盟企業が運営する店舗事業の譲受けを目的として、平成27年５月１日付で㈱

ブックオフ沖縄を新規設立し、同社は当社の連結子会社となりました。

 

（ブックオフオンライン事業）

　主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

 

（ハグオール事業）

　主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

 

（パッケージメディア事業）

　主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

 

（その他）

　主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当第１四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

　なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」、「四半期純損失」を「親会社株主に

帰属する四半期純損失」としております。

 

（１）業績の状況

　当社グループは『ものを捨てたくない人が、捨てない生活をするためのインフラとしての役割を果たすブックオ

フ』＝『捨てない人のブックオフ』を事業ミッションに掲げ、「ご家庭で不要となったものを、新しい持ち主のため

に役立てる」という「リユース業」を中核事業とし、書籍・CD・DVD・ゲーム・アパレル・スポーツ用品・ベビー用

品・雑貨など様々なジャンルのリユースを通じて循環型社会の実現に取り組んでおります。

　グループ経営理念の実現とさらなる事業成長を遂げるため、平成27年５月に「グループ中期事業計画」を策定いた

しました。『グループの総合力を活かした仕入の最大化』、『店舗ならびにインターネットを通じて最大の販売効率

の追求』の２つの方針に基づき、「BOOKOFFの変革」、「総合リユース店舗の拡大」、「ブックオフオンライン事業

の拡大」、「ハグオールの事業拡大と収益化」の４つを重点施策として取り組むことで、継続的な事業成長を実現し

てまいります。

　このような経営方針の下、「BOOKOFF」を中心に様々なリユース商材を集めた大型複合店「BOOKOFF SUPER

BAZAAR」と「BOOKOFF」にアパレル商材を複合させた「BOOKOFF PLUS」を当社グループの中核パッケージとして出店

とリニューアルの促進をはかっており、当第１四半期連結累計期間において、「BOOKOFF SUPER BAZAAR」を１館、

「BOOKOFF PLUS」を２館出店しました。

　また、「BOOKOFF」既存店においては、新たな商材として中古家電の導入を進める一方で、仕入強化に向けて店舗

のパートアルバイトスタッフの採用を積極的に進めました。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高17,700百万円（前年同四半期比5.8%減）、営業利益88

百万円（前年同四半期比58.4%減）、経常利益229百万円（前年同四半期比25.5%減）、親会社株主に帰属する四半期

純損失7百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益36百万円）となりました。

 

　各セグメント別の売上状況は以下のとおりです。

 

（リユース店舗事業）

　当セグメント第１四半期連結累計期間業績は、売上高15,993百万円（前年同四半期5.4％増）となりました。

　当第１四半期連結累計期間の出店は、グループ直営店６店舗、FC加盟店３店舗となりました。（閉店はグループ直

営店３店舗、FC加盟店２店舗）

　「BOOKOFF」既存店において、タイトルごとの需給バランスを反映した書籍の値付けオペレーションの改善に重点

的に取り組む一方で、新たな商材として中古家電の導入を進めました。また、仕入強化に向けて店舗のパートアルバ

イトスタッフの採用を積極的に進めました。

　これらの結果、既存店の売上高の増加と新規出店により増収となりました。

 

（ブックオフオンライン事業）

　当セグメント第１四半期連結累計期間業績は、売上高1,230百万円（前年同四半期15.0％増）となりました。

　ECサイト「BOOKOFF Online」の会員数増に加え、倉庫の拡張によるECサイト上の商品アイテム数の増加等が奏功し

増収となりました。

 

（ハグオール事業）

　当セグメント第１四半期連結累計期間業績は、売上高128百万円（前年同四半期87.2％増）となりました。

　東京23区内を中心にした訪問買取サービスに加え、無人型総合買取ロッカー「スマート買取」の開発、また、日本

橋三越本店内への「総合買取ご相談窓口」の出店など、仕入施策に積極的に取り組みました。それに伴い、主要な販

路であるECサイトでの販売が伸びたことにより増収となりました。

 

（パッケージメディア事業）

　当セグメント第１四半期連結累計期間業績は、売上高297百万円（前年同四半期87.6％減）となりました。

　当第１四半期連結累計期間の出店はありませんでした。

　前年に「TSUTAYA」事業を日本出版販売㈱へ譲渡した影響により、当セグメントの売上は大きく減少しました。
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（その他）

　当セグメント第１四半期連結累計期間業績は、売上高50百万円（前年同四半期23.0％減）となりました。

 

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（３）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。

 

（４）財政状態の分析

（流動資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は30,649百万円（前連結会計年度末は30,016百万円）とな

り、632百万円増加しました。現金及び預金が309百万円減少した一方で、新規出店やFC加盟店の譲受け、また㈱ブッ

クレットの株式譲受けにより商品が794百万円増加したことが主な要因です。

 

（固定資産）

　当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は18,382百万円（前連結会計年度末は17,421百万円）とな

り、961百万円増加しました。新規出店やFC加盟店の譲受け、また㈱ブックレットの株式譲受け等により有形固定資

産が523百万円、無形固定資産が134百万円、投資その他の資産が304百万円増加したことが主な要因です。

 

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における負債残高は32,441百万円（前連結会計年度末は30,234百万円）となり、

2,206百万円増加しました。法人税等の納付により未払法人税等が525百万円減少した一方で、新規出店やFC加盟店の

譲受け並びに㈱ブックレットの株式譲受け、また法人税や配当金の支払い等の資金需要に対し銀行借入で対応したた

め、借入金が2,932百万円増加したことが主な要因です。

 

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産残高は16,590百万円（前連結会計年度末は17,203百万円）となり、

612百万円減少しました。㈱ブックレットの株式譲受けにより同社が保有する当社株式が自己株式となったことで自

己株式が91百万円増加したこと、また、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上や、剰余金の配当の実施により利

益剰余金が524百万円減少したことが主な要因です。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月４日）

上場金融商品取引所名ま
たは登録認可金融商品取
引業協会名

内容

普通株式 22,573,200 22,573,200
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 22,573,200 22,573,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
  （株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

平成27年４月１日～

平成27年６月30日
－ 22,573,200 － 3,652,394 － 3,846,183

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成27年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

　（自己保有株式）
－ －

普通株式 1,888,700

　（相互保有株式）
－ －

普通株式 35,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 20,638,700 206,387 －

単元未満株式 普通株式 10,800 － 　単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 22,573,200 － －

総株主の議決権 － 206,387 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、㈱証券保管振替機構名義の株式が400株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年３月31日現在
 

所有者の氏名または
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ブックオフコーポレー
ション㈱

神奈川県相模原市
南区古淵二丁目14
番20号

1,888,700 － 1,888,700 8.36

㈱ブックオフウィズ
香川県高松市木太
町2709番地１

35,000 － 35,000 0.15

計 － 1,923,700 － 1,923,700 8.52

（注）当第１四半期連結会計期間において、㈱ブックレットの全株式を取得いたしました。同社は当社の株式を
102,000株所有しております。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 14,421,351 14,112,149

受取手形及び売掛金 1,245,700 1,217,943

有価証券 1,000,304 1,000,408

商品 10,796,162 11,591,065

その他 2,553,235 2,727,475

流動資産合計 30,016,755 30,649,041

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,682,922 5,052,754

リース資産（純額） 1,566,257 1,582,824

その他（純額） 582,732 719,405

有形固定資産合計 6,831,912 7,354,984

無形固定資産   

のれん 113,601 227,079

その他 908,902 929,510

無形固定資産合計 1,022,503 1,156,589

投資その他の資産   

差入保証金 7,941,912 8,194,528

その他 1,687,588 1,740,126

貸倒引当金 △62,756 △63,370

投資その他の資産合計 9,566,743 9,871,284

固定資産合計 17,421,159 18,382,859

資産合計 47,437,915 49,031,901
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 488,619 363,040

短期借入金 2,910,004 4,916,668

1年内返済予定の長期借入金 3,888,201 3,662,234

リース債務 418,913 415,744

未払法人税等 641,073 115,286

賞与引当金 233,540 100,431

売上割戻引当金 227,533 301,161

店舗閉鎖損失引当金 10,992 9,060

その他 3,749,477 3,608,804

流動負債合計 12,568,354 13,492,430

固定負債   

社債 1,000,000 1,000,000

新株予約権付社債 7,700,000 7,700,000

長期借入金 5,956,776 7,108,898

資産除去債務 1,372,454 1,432,826

リース債務 1,150,338 1,167,209

その他 486,879 539,858

固定負債合計 17,666,448 18,948,792

負債合計 30,234,803 32,441,223

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,652,394 3,652,394

資本剰余金 4,187,003 4,187,003

利益剰余金 10,463,383 9,939,268

自己株式 △1,137,165 △1,228,661

株主資本合計 17,165,615 16,550,004

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 115,904 138,782

為替換算調整勘定 △78,408 △98,108

その他の包括利益累計額合計 37,496 40,673

純資産合計 17,203,111 16,590,677

負債純資産合計 47,437,915 49,031,901
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 18,785,528 17,700,848

売上原価 7,738,133 6,980,214

売上総利益 11,047,394 10,720,634

販売費及び一般管理費 10,834,526 10,632,017

営業利益 212,868 88,616

営業外収益   

持分法による投資利益 1,181 3,232

自動販売機等設置料収入 45,112 36,415

古紙等リサイクル収入 86,804 108,894

その他 81,318 64,848

営業外収益合計 214,415 213,391

営業外費用   

支払利息 47,657 43,496

社債発行費償却 43,158 －

その他 28,873 29,287

営業外費用合計 119,689 72,783

経常利益 307,595 229,225

特別損失   

投資有価証券評価損 2,356 －

店舗閉鎖損失 － 12,764

店舗閉鎖損失引当金繰入額 95,927 8,951

固定資産除却損 － 1,555

減損損失 88,204 6,578

特別損失合計 186,487 29,851

税金等調整前四半期純利益 121,107 199,373

法人税、住民税及び事業税 58,988 71,205

法人税等調整額 26,013 135,172

法人税等合計 85,001 206,378

四半期純利益又は四半期純損失（△） 36,105 △7,004

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
36,105 △7,004
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 36,105 △7,004

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 21,359 16,868

為替換算調整勘定 △6,380 △19,700

持分法適用会社に対する持分相当額 △26 6,009

その他の包括利益合計 14,952 3,177

四半期包括利益 51,058 △3,827

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 51,058 △3,827

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

　当第１四半期連結会計期間より、新たに設立した㈱ブックオフ沖縄を連結の範囲に含めております。また、

㈱ブックレットの株式を取得したため、同社を連結の範囲に含めております。

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基

準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業

分離等会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に

対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年

度の費用として計上する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企

業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連

結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。

　なお、企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項

(4)及び事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間

の期首時点から将来にわたって適用しております。この変更による影響は軽微であります。

　また、四半期純利益等の表示の変更を行っており、当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累

計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行13行と当座貸越契約を締結しております。この契約に基

づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成27年６月30日）

当座貸越極度額の総額 11,880,000千円 12,540,000千円

借入実行残高 2,870,004 4,608,334

差引額 9,009,996 7,931,666

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

減価償却費 484,665千円 442,889千円

のれんの償却額 67,895 32,502
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成26年６月21日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 439,610 25 平成26年３月31日 平成26年６月23日

 

２．株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　当社は、平成26年５月15日を払込期日とする第三者割当増資を実施しました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間において資本金及び資本剰余金がそれぞれ1,088,100千円増加し、資本

金が3,652,394千円、資本剰余金が4,187,003千円となりました。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成27年６月27日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 517,110 25 平成27年３月31日 平成27年６月29日
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額 
リユース店

舗事業

ブックオフ

オンライン

事業

ハグオール

事業

パッケー

ジメディ

ア事業

計

売上高          

外部顧客への売

上高
15,176,039 1,069,802 68,657 2,405,428 18,719,927 65,600 18,785,528 － 18,785,528

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

9,623 291,409 477 26 301,537 40,652 342,190 △342,190 －

計 15,185,663 1,361,212 69,134 2,405,454 19,021,465 106,253 19,127,718 △342,190 18,785,528

セグメント利益又は

損失(△)
870,809 △44,906 △118,169 △43,274 664,459 △16,799 647,659 △434,791 212,868

（注）「その他」は、報告セグメントに含まれない店舗の運営（屋内遊具施設を営むチェーン「KID-O-KID」店舗

等）及び各事業の店舗の内外装工事の企画・設計施工等を行っております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 664,459

「その他」区分の利益 △16,799

セグメント間取引消去 23,748

全社費用（注） △458,540

四半期連結損益計算書の営業利益 212,868

（注）全社費用は、主に当社の管理部門等に係る費用であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては88,204千円であり、セグメントごとの減

損損失の計上額は以下のとおりです。

「リユース店舗事業」セグメントにおいて、営業活動から生じる損益が継続してマイナスの店舗で、今後

も収益改善の可能性が低いと判断した店舗及び使用範囲の変更により回収可能価額を著しく低下させる変化

があった店舗について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として79,608千円特別

損失に計上いたしました。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額 
リユース店

舗事業

ブックオフ

オンライン

事業

ハグオール

事業

パッケー

ジメディ

ア事業

計

売上高          

外部顧客への売

上高
15,993,934 1,230,675 128,495 297,209 17,650,314 50,533 17,700,848 － 17,700,848

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

20,007 263,600 858 － 284,466 63,905 348,372 △348,372 －

計 16,013,942 1,494,275 129,354 297,209 17,934,781 114,439 18,049,221 △348,372 17,700,848

セグメント利益又は

損失(△)
666,897 51,589 △132,834 △9,551 576,101 △10,772 565,329 △476,712 88,616

（注）「その他」は、各事業の店舗の内外装工事の企画・設計施工等を行っております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 576,101

「その他」区分の利益 △10,772

セグメント間取引消去 9,974

全社費用（注） △486,687

四半期連結損益計算書の営業利益 88,616

（注）全社費用は、主に当社の管理部門等に係る費用であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半

期純損失金額（△）
1円88銭 △0円34銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）

36,105 △7,004

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（千円）

36,105 △7,004

普通株式の期中平均株式数（千株） 19,185 20,616

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

　ブックオフコーポレーション

株式会社第１回無担保転換社債

型新株予約権付社債（券面総額

7,700,000千円）

－

（注）１．前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有して

いる潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失金額であり、また、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

当社と連結子会社との合併

　当社は、平成27年３月17日開催の取締役会において、当社が100％出資する連結子会社である㈱Ｂ＆Ｈを吸収

合併することを決議し、平成27年７月１日付で吸収合併いたしました。

 

１．企業結合の概要

(1)被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称　　　　株式会社Ｂ＆Ｈ

事業内容　　　　　　　　新刊書店「青山ブックセンター」、「流水書房」、「yc-vox」の店舗運営等

(2)企業結合日（効力発生日）　平成27年７月１日

(3)企業結合の法的形式

当社を存続会社、㈱Ｂ＆Ｈを消滅会社とする吸収合併方式

(4)結合後の企業の名称

ブックオフコーポレーション株式会社

(5)取引の目的を含む取引の概要

　当社のリユース店舗事業とパッケージメディア事業における、事業環境変化への対応と業務効率化の推

進を目的として当該連結子会社を当社に再編、集約することといたしました。

 

２．実施した会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成25年９月13日公表分)及び「企業結合会計基準及

び事業分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号 平成25年９月13日公表分)に基づ

き、共通支配下の取引として処理しております。

 

２【その他】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ブックオフコーポレーション株式会社(E03430)

四半期報告書

19/21



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
   

 

   平成27年７月28日

ブックオフコーポレーション株式会社　

取　締　役　会　　　　　御中
   

 

 有限責任監査法人トーマツ 

 

 指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 米 　澤 　英 　樹 　　 印

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員

 
公認会計士 阪 　田 　大 　門 　　 印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているブックオフコー

ポレーション株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成

27年４月１日から平成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ブックオフコーポレーション株式会社及び連結子会社の平成27年

６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は

当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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